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一般会計　96億5,000万円（対前年比 △1.0％）

合　　計　148億1,241万円（対前年比 △1.6％）

事業会計 37億2,671万円
 （対前年比 △3.6％）

国民健康保険特別会計� 14億4,560万円
介護保険特別会計� 20億8,300万円
後期高齢者医療特別会計� １億7,010万円
育英資金特別会計� 1,228万円
診療所特別会計� 1,540万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計� 33万円

企業会計等 14億3,570万円
 （対前年比 +0.1％）

再生可能エネルギー事業特別会計
� ２億4,060万円
下水道特別会計� 9,790万円
農業集落排水事業特別会計� １億1,610万円
上水道特別会計� ９億8,110万円

　
平
成
31
年
度
当
初
予
算
が
平
成
31
年
第
１
回
吉
備
中
央
町
議
会
定
例
会

（
３
月
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
96
憶
５
，

０
０
０
万
円
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
町
税
が
前
年
度
に
比
較
し
０・６
％
減
の

12
億
２
，
１
７
２
万
円
、地
方
交
付
税
は
４・０
％
減
の
37
億
２
，
８
０
０
万

円
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
に
よ
る
寄
付
金
が
９
億
３
，
０
２
０
万
円
、
太
陽
光

発
電
所
売
電
収
入
か
ら
の
繰
入
金
が
７
，
８
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
昨
年
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
に
係
る
農
地
農

業
施
設
と
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
を
合
わ
せ
て
１
億
２
，
７
２
８
万

円
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
伝
送
路
の
光
化
を
促
進
す
る
た
め
、
事
業
者
へ
の

補
助
や
告
知
放
送
の
配
線
改
修
を
行
う
費
用
と
し
て
９
，
７
６
６
万
円
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
を
財
源
と
し
た
、
頑
張
る
農
家
応
援
事
業
を
拡
充
し

て
、農
業
用
機
械
の
購
入
補
助
金
３
，
０
０
０
万
円
、新
た
な
事
業
と
し
て
、

草
刈
り
応
援
隊
の
設
立
と
活
動
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
事
業
２
４
０
万

円
、
小
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
図
る

経
費
と
し
て
２
，
１
６
０
万
円
、
子
ど
も
ひ
ろ
ば
「
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」
の
運

営
と
、「
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
屋
外
広
場
」
を
整
備
す
る
事
業
費
３
，
２
１
４
万

円
な
ど
で
す
。

　
今
年
度
は
、
災
害
復
旧
、
災
害
対
策
の
ほ
か
、
自
主
防
災
活
動
を
支
援
す

る
事
業
な
ど
を
拡
充
し
、
安
心・安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
、
若
者
定
住
、
産
業
振
興
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
重
点
を
置

き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
31
年
度  

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

特集

当
初
予
算
の
内
訳

町
税
の
推
移
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65.1％

※27年度～29年度は決算額、30年度・31年度は予算額
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一般会計における歳入と歳出の構成比

歳入用語解説
町　　　税：町民税や固定資産税など町に納められる税金
分担金及び負担金： 老人措置負担金や農林業受益者分担

金など
使用料及び手数料： 町営住宅の家賃や幼稚園・保育園等

の保育料、住民票など証明書の発行
手数料などの収入

繰　入　金：基金を取り崩して繰り入れるものなど
繰　越　金：前年度から繰り越される収入
地方交付税： 町の財政状況などに応じて国から配分され

る収入

地方譲与税：�国税として徴収した税を一定の基準に従っ
て国から町へ譲与されるもの

地方消費税交付金：�消費税の地方分を人口などをもとに
国から交付される収入

国庫支出金：特定の目的のために国から交付される収入
県 支 出 金：特定の目的のために県から交付される収入
町　　　債：�公共事業などを行うための財源として借り

入れる収入

一般会計 町民１人当たりの予算   851,120円
こんなふうに使われます ●平成31年４月１日 現在　人口 11,338人

歳出

使用料及び手数料 1.0％

分担金及び負担金 0.5％

町税
12.7％

町債
6.3％

地方交付税
38.6％

国庫支出金
5.1％

環境性能割
交付金
0.1％

県支出金
9.3％

財産収入 0.2％

寄付金
9.6％

繰入金
9.4％ 繰越金 1.6％

諸収入 1.4％
地方譲与税 1.5％

配当割交付金 0.1％
株式等譲渡所得割交付金 0.1％
地方消費税交付金 2.1％
ゴルフ場利用税交付金 0.1％自動車取得税交付金 0.4％

労働費 0.1％

議会費 0.9％予備費 0.2％

災害復旧費
1.4％

総務費
25.1％

民生費
22.4％

衛生費
7.0％

農林業費
13.4％

商工費
2.0％

土木費
5.6％

消防費
3.3％

教育費
7.5％

公債費
10.2％

諸支出金 0.9％

歳入
自主財源
36.4％

依存財源
63.6％

その他
46,674円
議会・観光振興・
災害復旧など

農林業費
113,865円

農林業・畜産の振興・
有害鳥獣対策など

消防費
28,339円
消防や災害の対応

など

総務費
213,525円
地域振興・交通・

財産管理・庁舎管理など

土木費
47,793円

道路・河川・住宅の
整備など

教育費
63,333円

学校・公民館・図書館の
運営など

公債費
87,062円

町債などの借入金の返済

衛生費
59,837円

保健衛生・一般廃棄物の
処理など

民生費
190,692円
高齢者・障害者・
児童の福祉など
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『22世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町』をめざして
～平成31年度の主な事業を紹介します～

次代の宝を育むまち
～子育て・教育・文化分野～

学童地域支援事業
　小学生を放課後に預かる事業を委託実施しま
す。（７か所）� 2,743万円
吉備高原こども園運営事業
　吉備高原こども園の運営を行います。
　今年度から一時保育事業を実施します。
� 7,770万円
子どもひろば事業
　子どもひろば「キッズパーク」において、親
子で遊び学ぶ場の提供、子育て親子への支援を
行います。今年度は「キッズパーク屋外広場」
を設けます。� 3,214万円
地域未来塾運営事業
　中学生を対象とした公営塾を運営します。
� 1,376万円

生活しやすい安全なまち
～生活基礎分野～

町営バス運行事業
　きびプラザ～岡山医療センター線の実証運行
を行います。� 570万円
ケーブルテレビ光化促進事業
　ケーブルテレビ伝送路の光化を行うため、事
業者への補助、町告知放送の配線改修等を行い
ます。� 9,766万円
自主防災組織・防災活動支援事業
　自主防災組織が防災訓練や防災資材の整備な
どを実施する場合に助成をします。� 300万円

　町が認定した道路の草刈を集落で行った場合
に補助します。� 700万円

やさしさあふれるまち
～保健・医療・福祉分野～

予防接種事業
　日本脳炎、麻しん、風しん、B型肝炎などの予
防接種を実施します。さらに、妊婦の風しん罹
患を防ぐための事業を行います。� 2,810万円
がん検診事業
　乳・子宮・胃（個別）・大腸・肺・前立腺が
んの検診を実施します。� 1,424万円

魅力と活気のあるまち
～産業振興分野～

有害鳥獣対策事業
　有害鳥獣による農作物等への被害防止のため
防護柵の整備や捕獲器等の導入捕獲等に対して
補助金の支給等をします。� 3,303万円
草刈応援隊補助事業
　草刈応援隊の設立と活動に対し補助金を交付
します。� 240万円
頑張る農家応援事業
　農業用機械の導入を補助します。
� 3,000万円
企業誘致事業
　企業の土地取得に伴う設備投資、雇用に対し
奨励金を交付するとともに、新たな企業誘致に
向けたPR活動、工業団地等の維持管理を行いま
す。� 11,956万円

協働で歩むまち
～行財政分野～

協働のまちづくり寄付金事業
　ふるさと納税という形でまちづくりに参画い
ただくとともに、米づくり農家等を支援します。
� 93,130万円
自治組織運営補助事業
　自治組織に対し運営補助金を交付し、活動を
支えます。� 2,950万円
公会堂等改修事業
　自治組織の集会施設の新築、改修の一定額を
補助します。本年度から空調設備（エアコン）
も補助対象となります。� 400万円

快適な暮らしのまち
～環境保全分野～

交通支障木除去補助事業
　自治組織が共同で町道沿いの交通に支障のあ
る木を伐採した場合に補助します。� 400万円

特集

道路維持費補助事業
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まちの話題まちの話題
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
を

受
賞

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
か
や
ま
優
良
小
売
店
表
彰

平
成
30
年
度
就
農
奨
励
金
交
付

　
２
月
20
日
、
日
本
草
地
畜
産
種
子
協
会
が

主
催
す
る
第
５
回
全
国
自
給
飼
料
生
産
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
孝
本
真
二
さ
ん
（
西
）

が
、
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
自
給
飼
料
の
効
率
的
な
生
産

及
び
利
用
技
術
並
び
に
放
牧
等
の
環
境
に
調

和
し
た
持
続
的
な
生
産
・
経
営
方
式
等
が
優

秀
な
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
孝
本
さ
ん
は
、
夫
妻
で
繁
殖
雌
牛
50
頭
を

飼
養
さ
れ
て
い
ま
す
。
粗
飼
料
を
完
全
自
給

す
る
堅
実
な
経
営
を
行
い
、
家
畜
人
工
授
精

師
と
し
て
、
酪
農
家
と
連
携
し
て
乳
牛
の
借

り
腹
利
用
に
よ
る
増
頭
や
、
飼
料
米
の
活
用

で
地
域
農
業
の
維
持
発
展
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
と
岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
財
団

で
は
、
新
た
に
農
業
に
従
事
し
、
専
業
と
し
て

農
業
経
営
を
行
う
方
に
対
し
て
就
農
奨
励
金

を
交
付
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、
河
内
雄
一
郎

さ
ん
（
吉
川
）、
山
本
崇
さ
ん
（
吉
川
）、
松
岡

潤
さ
ん
（
北
）、
平
松
雅
和
さ
ん
（
西
）
の
４

名
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
25
日
、賀
陽
庁
舎
応
接
室
で
行
わ
れ
た

交
付
式
で
は
、山
本
町
長
か
ら
「
農
業
の
担
い

手
不
足
で
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
粘
り

強
く
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、成
果
を

出
し
て
も
ら
い
た
い
」と
期
待
を
込
め
た
激
励

の
言
葉
と
と
も
に
、出
席
さ
れ
た
３
名
の
方
に

奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
大
月
敏
子
さ
ん

（
宮
地
）
の
祝
賀
会
が
、３
月
26
日
に
介
護
医

療
院
ル
ミ
エ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
県
、
町
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

同
施
設
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
記
念
品
、祝
金
、

花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
月
さ
ん
は
豊
野
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、

22
歳
の
時
に
ご
結
婚
。
夫
婦
で
農
業
を
営
み

な
が
ら
３
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し

た
。
優
し
く
お
だ
や
か
な
性
格
で
、
趣
味
に

座
布
団
や
か
ご
を
よ
く
作
ら
れ
、
ご
家
族
の

方
は
今
で
も
そ
れ
を
大
切
に
使
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
ご
家
族
や
親
族
の
方
に
お
祝
い
さ
れ
た
大

月
さ
ん
は
「
お
祝
い
を
し
て
も
ら
っ
て
嬉
し

い
。
長
寿
の
秘
訣
は
、
何
で
も
よ
く
食
べ
る

こ
と
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
22
日
、
岡
山
県
庁
に
お
い
て
、
お
か

や
ま
優
良
小
売
店
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
株
式

会
社
ケ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
（
上

野
）
が
大
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
工
夫
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
豊
か
な
小
売

店
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
同
社
は
、
移
動
ス
ー
パ
ー
ロ
ン
ド
ン
と
し

て
、
吉
備
中
央
町
の
他
、
岡
山
市
、
美
作
市
、

真
庭
市
、
美
咲
町
な
ど
の
中
山
間
地
域
で
、

定
期
的
に
移
動
販
売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
発
生
後
は
、
倉
敷
市

真
備
町
の
仮
設
団
地
に
も
定
期
的
に
巡
回

し
、
買
い
物
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
を
設
立
し
、

食
品
廃
棄
の
削
減
と
と
も
に
、
県
内
25
の
施

設
や
団
体
に
食
品
の
寄
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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●Topics of the Town●

住
み
た
い
ま
ち 

定
住
奨
励
金
授
与
式

新
自
治
会
誕
生（
平
成
31
年
４
月
１
日
設
立
）

か
ん
ば
ら
自
治
会

　
山
神
、
月
原
の
各
自
治
会
が
再
編
統
合

し
て
か
ん
ば
ら
自
治
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

●
会　
長　
石
田　
正
行
さ
ん

●
副
会
長　
平
野　
浩
史
さ
ん

●
戸　
数　
61
戸

黒
土
自
治
会

　
横
部
、
的
場
、
空
、
森
屋
の
各
自
治
会

が
再
編
統
合
し
て
黒
土
自
治
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

●
会　
長　
宮
田　
勝
行
さ
ん

●
副
会
長　
久
葉　
貴
吉
さ
ん

●
戸　
数　
63
戸

吉
川
南
部
自
治
会

　
東
刈
尾
、
西
刈
尾
、
藤
田
、
唐
人
山
、

河
内
田
、
東
黒
山
、
西
黒
山
の
各
自
治
会

が
再
編
統
合
し
て
吉
川
南
部
自
治
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

●
会　
長　
瀧
川　
信
一
さ
ん

●
副
会
長　
柴
田　
聖
和
さ
ん

●
同　
　
　
小
倉　
弘
範
さ
ん

●
戸　
数　
１
６
４
戸

吉
川
北
部
自
治
会

　
北
正
行
、
南
正
行
、
小
茂
田
、
布
郡
、

千
木
、
西
山
、
西
庄
田
の
各
自
治
会
が
再

編
統
合
し
て
吉
川
北
部
自
治
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

●
会　
長　
石
井　
壽
富
さ
ん

●
副
会
長　
柳
原　
孝
典
さ
ん

●
戸　
数　
１
４
９
戸

長
田
自
治
会

　
富
永
、
下
土
井
、
和
田
、
井
原
の
各
自

治
会
が
再
編
統
合
し
て
長
田
自
治
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

●
会　
長　

山　
俊
平
さ
ん

●
副
会
長　
綱
島　
恭
治
さ
ん

●
同　
　
　
土
居　
　
進
さ
ん

●
同　
　
　
香
山　
昌
弘
さ
ん

●
戸　
数　
１
８
０
戸

このコーナーは、再編統合により新たに設立された自治会を紹介しています。

吉
備
中
央
町
総
合
文
化
祭
を
開
催

　
３
月
10
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会

館
で
「
第
13
回
吉
備
中
央
町
総
合
文
化
祭
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
文
化
協
会
に
所
属
し
て

い
る
約
40
団
体
が
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を

存
分
に
披
露
し
ま
し
た
。
展
示
の
部
で
は
、

生
け
花
や
ち
ぎ
り
絵
、
彫
刻
な
ど
を
出
展
、

ス
テ
ー
ジ
の
部
で
は
、
合
唱
や
オ
カ
リ
ナ
、

大
正
琴
な
ど
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
特
別
出
演
と
し
て
、
藤
間
勘
勢
雀

の
会
が
出
演
し
た
ほ
か
、
展
示
で
は
吉
備
高

原
学
園
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
作
品
や
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
作
品
を
出
展
し
、
例
年

以
上
に
華
や
い
だ
発
表
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
し
ん
ま
ち
あ
き
ん
ど
の
皆
さ
ま
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
「
文
化
の
薫
る
町
」
と

し
て
、
大
い
に
誇
れ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し

た
。

　
３
月
26
日
、
賀
陽
庁
舎
に
お
い
て
、
Ｉ
タ

ー
ン
奨
励
金
１
組
、Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金
３
組
、

就
業
奨
励
金
１
組
、
結
婚
祝
金
２
組
の
対
象

の
方
が
出
席
さ
れ
、
奨
励
金
授
与
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
山
本
町
長
か
ら
は
「
町
づ
く
り
を
活
性
化

す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
人
口
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
中
で
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー

ン
者
が
お
ら
れ
る

こ
と
は
、
非
常
に

あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
、
一
緒
に
良
い

町
を
創
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

定住奨励金交付者数
（平成30年４月～今回交付者まで）
就業奨励金 ５組
Ｉターン奨励金 13世帯（38人）
Ｕターン奨励金 13世帯（27人）
結婚祝金 ９組
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役場からのお知らせ

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
消
費
生

活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。「
困
っ
た
な
」と
思
っ

た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

を
! !

・�

訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
、
は

が
き
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
不
当
請
求
及
び
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
班

 

☎
０
８
６
６

−
５
４

−

１
３
１
６

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご

と
相
談
）を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談

　
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年

金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本
年
金
機

構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職
員
が
お
答
え

し
ま
す
。

日
時　
５
月
16
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
加
茂
川
庁
舎
相
談
室

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５
月
15

日
㈬
正
午
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。（
受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

第
63
回
高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ん
で
も
相
談
会
in
吉
備
中

央
町
の
お
知
ら
せ

　
高
齢
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
子

育
て
中
の
方
な
ど
が
、
安
心
し
て
地
域

で
生
活
で
き
る
よ
う
に
法
律
や
福
祉
な

ど
に
つ
い
て
の
ご
質
問
・
ご
相
談
、
虐

待
や
権
利
侵
害
に
関
す
る
ご
相
談
を
専

門
家
が
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。
日
頃
気
に
な
る
こ
と
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
25
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

�

（
吉
備
中
央
町
豊
野
１

−

２
）

主
催

　

�

高
齢
者
・
障
が
い
者
権
利
擁
護
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
懇
談
会

　
（
竹
内
法
律
事
務
所
）

共
催

　
�

吉
備
中
央
町
・
吉
備
中
央
町
社
会
福

祉
協
議
会
・
吉
備
中
央
町
障
害
者
等

地
域
自
立
支
援
協
議
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

高
齢
者
・
障
が
い
者
権
利
擁
護
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
懇
談
会（
竹
内
法
律
事
務
所
）

 

☎
０
８
６

−

２
７
０

−

８
４
４
８

※�

詳
し
く
は
、
広
報
紙
に
同
封
さ
れ
て

い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補

助
金
制
度
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

・�

国
の
補
助
要
件
に
該
当
し
な
い
場
合
、

左
表
の
交
付
限
度
額
に
２
／
３
を
乗

じ
た
額
（
百
円
未
満
切
り
捨
て
）
と

な
り
ま
し
た
。（
見
直
し
）

・�

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の

切
り
替
え
に
伴
う
宅
内
配
管
工
事
費

（
補
助
限
度
額
30
万
円
）
が
補
助
対

象
と
な
り
ま
し
た
。（
新
設
）

相　
　
談

日時 ５月30日㈭　午前９時～正午

会場 下竹荘公民館 井原コミュニティ
センター

内容 行政・福祉 人権・福祉

●お問い合わせ先
　住民課　戸籍住民班 ☎0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所 ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所 ☎0867-34-1522

日　
に　
ち

会　
　
　
場

５
月
７
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室

５
月
21
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

交付限度額

人　槽 ５人槽 ６～７人槽 ８～10人槽 11～50人槽

補助額 332,000円 414,000円 548,000円 939,000円

※�設置人槽の目安　延床面積が130㎡未満…５人槽�
130㎡以上…７人槽

　�ただし、延床面積にかかわらず、実（将来）居住
人数等により人槽を決定することができます。

●お問い合わせ先
　水道課　下水道班　☎0866-56-7134
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役場からのお知らせ

軽
自
動
車
税
の 

 

納
付
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
期

限
は
５
月
31
日
㈮
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
領

収
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
納
税
証
明
書

は
、
車
検
を
受
け
る
際
に
必
要
で
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
る
方

は
、
納
期
限
前
日
ま
で
に
振
替
口
座
の

預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
後
、
６
月
中
旬
頃
に
は
が
き

で
「
口
座
振
替
済
通
知
書
・
納
税
証
明

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
軽
自
動
車
等
を
所
有
（
登
録
）
さ

れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
他
人

に
譲
っ
た
、壊
れ
た
の
で
廃
棄
し
た
等
、

車
の
所
有
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
に
は

名
義
変
更
や
廃
車
の
届
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
実
際
は
所
有
し
て
い
な
い
の
に
課
税

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
く
車
を

購
入
・
譲
り
受
け
た
場

合
も
登
録
手
続
き
が

必
要
で
す
。

【
申
告
窓
口
】

※�

車
種
に
よ
り
手
続
き
先
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課　
課
税
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
５

農
業
被
害
に
よ
る
小
型
鳥
獣

捕
獲
許
可
制
度
に
つ
い
て

　
野
生
鳥
獣
は
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管

理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
原
則
捕
獲
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
農
業
被
害
防
止
を

目
的
に
捕
獲
す
る
た
め
に
は
、
狩
猟
免

許
を
取
得
し
て
許
可
を
得
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
十
分
な
防
護
対
策

を
行
っ
た
う
え
で
、
な
お
も
農
作
物
被

害
や
住
宅
等
の
建
物
内
へ
の
被
害
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
、
小
型
の

野
生
鳥
獣
に
限
っ

て
狩
猟
免
許
が
な

く
て
も
捕
獲
の
許

可
申
請
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
鳥
獣

　
ヌ
ー
ト
リ
ア
、
タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ

ン
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
カ
ラ
ス
等
の
小
型
鳥

獣
（
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
、
サ
ル
な
ど
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

◇
許
可
の
主
な
条
件

・�

捕
獲
場
所
は
自
ら
の
所
有
地
内
に
限

る
。

・�

捕
獲
方
法
は
小
型
の
箱
わ
な
、
つ
き

網
、
手
捕
り
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
。

・�

わ
な
を
設
置
し
た
場
合
は
１
日
１
回

以
上
の
見
回
り
を
す
る
。

・
捕
獲
個
体
は
自
ら
適
正
に
処
分
す
る
。

※�
詳
し
く
は
農
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
農
林
課　
林
業
振
興
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
８

『
緑
の
募
金
』に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

春
の
み
ど
り
の
月
間

 

（
４
月
1
日
〜
5
月
31
日
）

　
本
年
度
も
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日

ま
で
の
「
春
の
み
ど
り
の
月
間
」
に
、公

益
社
団
法
人
岡
山
県
緑
化
推
進
協
会
に

よ
る
、緑
の
募
金
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
森
林
を
は
じ
め
と
す
る
緑
の
資
源
は
、

水
源
の
か
ん
養
、
大
気
の
浄
化
、
土
砂

災
害
の
防
止
な
ど
、
生
活
環
境
の
保
全

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
私

た
ち
の
健
康
で
快
適
な
暮
ら
し
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
資
源
で
す
。
こ
の
募
金

は
、
国
内
の
森
林
整
備
、
被
災
地
域
の

復
興
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
吉
備
中
央
町

内
に
お
い
て
も
地
域
の
緑
化
活
動
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
活
動
の
趣
旨
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
多
数
の
方
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
募
金
の
取
り
ま
と
め
に
つ
き

ま
し
て
は
、
自
治
会
長
・
班
長
さ
ん
へ

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
公
益
社
団
法
人
岡
山
県
緑
化
推
進
協
会

 

☎
０
８
６

−

２
２
１

−

９
５
１
１

　
農
林
課　
林
業
振
興
班

 

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
８

車　　種 手　続　き　先

軽自動車（軽三輪・軽四輪）

軽自動車検査協会　岡山事務所
（岡山市北区久米177番地3）
　TEL　050-3816-3084

（コールセンター）
総排気量
軽二輪（125cc超250cc以下）

中国運輸局　岡山運輸支局
（岡山市北区富吉5301番地5）
　TEL　050-5540-2072

（ヘルプデスク）
総排気量
二輪の小型自動車（250cc超）
原動機付自転車
小型特殊自動車

住民課・加茂川総合事務所・吉川
支所・大和支所・井原出張所
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結核検診・肺がん検診のお知らせ
レントゲン車が町内各所を巡回しますので、最寄りの会場で受診してください。

対 象 者 � 結 核 検 診：65歳以上の方
� 肺がん検診：40歳以上の方�※年齢基準日：2020年４月１日現在
検査料金 � 無料

期　日 実 施 場 所 受 付 時 間 期　日 実 施 場 所 受 付 時 間

５月９日
（木曜日）

（溝部）藤村昌之様宅横 � 9：20～� 9：35

５月14日
（火曜日）

下竹荘公民館 � 9：00～� 9：50
（福沢）曽壁福沢倉庫前広場 � 9：50～10：05 椿公会堂 10：15～10：30
笹目公会堂 10：20～10：30 （下竹）ライスセンター 10：45～11：15
新山ほほえみセンター 10：55～11：05 （黒土）宮井昭夫様宅前 11：30～11：55
井原コミュニティセンター 11：30～11：50 （豊野）挊信ごみステーション横 13：30～13：50
豊岡いきいきプラザ 13：25～13：45 ロマン高原かよう総合会館 14：05～15：05
湯の瀬温泉前 13：55～14：10
ラーバニスト小森の里 14：25～14：40
（小森）浅田土建事務所前 14：55～15：10

５月10日
（金曜日）

高富公民館 � 9：10～� 9：25

５月16日
（木曜日）

黒山京ぐろ倉庫 � 9：00～� 9：15
（実方）小倉幸康様宅車庫前 � 9：50～10：15 河内田公会堂 � 9：35～� 9：55
円城基幹集落センター 10：35～11：10 藤田公会堂 10：15～10：40
飛躍の郷「ひだまり」 11：30～11：45 吉川公民館 11：00～11：40
上田東共栄公会堂 13：00～13：15 おかやま酪農業協同組合 13：15～13：40
（三納谷東）石井様宅車庫前 13：30～13：45 北老人ホーム 14：00～14：35
細田公会堂 14：00～14：20 （湯山）遠藤壽男様宅前 14：55～15：10
和田公民館 14：35～14：45
長田ふれあいセンター 15：00～15：20

５月13日
（月曜日）

お祭り会館 � 9：00～� 9：20

５月17日
（金曜日）

キョーエイ賀陽店 � 8：50～� 9：40
美原集落センター � 9：40～� 9：55 上竹荘公民館 � 9：55～10：25
（高谷）長丸ふれあいセンター 10：20～10：35 室納生活センター 10：50～11：05
高原上野公民館 10：55～11：10 舞地選果場 11：15～11：30
きびプラザ 11：30～11：55 大和公民館 13：00～13：45
竹部公民館 13：30～13：45 旧東村ふれあい市場 14：00～14：25
（広面）西信建設前 14：05～14：15 梅戸石材店前 14：50～15：10
津賀小学校 14：30～14：50 西生活センター 15：25～15：40
役場加茂川庁舎 15：05～15：30

喀痰検査：�50歳以上の方で、喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の方は、受診をおすすめ
します。レントゲン検査当日、検査料金400円（容器代含む）を支払い、３日分の痰を取って
郵送で提出します。

お知らせ：今後に向けて受診者数の少ない会場は見直しを行いますので、ご了承ください。

受診票は、平成30年11月に実施した「けんしん対象者調査」をもとに、受診希望の方や受診勧奨のため、ど
この検診も受ける予定のない方にお配りします。
受診票をお持ちでない方で、受診希望の方は保健課（☎0866-54-1326）までご連絡ください。

お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326
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役場からのお知らせ

「吉備中央町合併15周年記念事業 
 爆笑ものまねライブ in 吉備中央町」開催のお知らせ
　人気ものまねタレントの「原口あきまさ」「ホリ」「山本高広」「ミラクルひかる」「ダブルネーム」によ
る爆笑ものまねライブショーを開催します。テレビでおなじみのものまねの数々をぜひ、吉備中央町でご
体感ください！
日　　時 　2019年６月30日㈰　開場14時　　開演14時30分　　終了予定17時
会　　場 　ロマン高原かよう総合会館　レインボーホール
入 場 料 　一律3,000円（合併15周年特別価格）　※全席指定席
チケット発売日 　2019年４月26日㈮　午前８時30分から�
　　　　　　　　　（※但し、チケットぴあ、ローソンチケットは発売初日のみ午前10時から）
チケット取扱所 　�ロマン高原かよう総合会館、加茂川庁舎、かもがわ総合福祉センター、井原出張所、

吉川支所、大和支所、チケットぴあ、ローソンチケット

- 宝くじまちの音楽会 -
岡村孝子＆あみん ～未来へのメッセージ～ コンサートのお知らせ
　９月１日㈰、18時から「ロマン高原かよう総合会館」において、宝くじまちの音
楽会　岡村孝子＆あみん�～未来へのメッセージ～�コンサート（吉備中央町合併15
周年記念事業）を開催します。コンサートの詳細は、広報きびちゅうおう６月号で
お知らせします。
　◇共演参加者募集！！
　　�このステージの上であみん（岡村孝子、加藤晴子）のお二人と一
緒に歌う「吉備中央町民合唱団」への参加者を募集します。

　◇参加条件 
　　・定員70名（先着順　対象者：小学生以上）
　　・公演当日の事前リハーサルに参加可能な方に限ります。
　　・�事前リハーサルは、公演当日の９月１日㈰に行いますので、ロ

マン高原かよう総合会館に15時30分までに集合してください。
　　・�共演参加者には共演に専念していただくため、入場券の販売が

できません。
　◇申込方法
　　�参加希望者は、７月17日㈬までにロマン高原かよう総合会館（☎0866-54-1301）までお申し込みい
ただくか、今月の広報紙に同封の「吉備中央町民合唱団　参加者募集」に必要事項を記入の上、お申し
込みください。

お問い合わせ先 　協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301

お問い合わせ先 　協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301

10広報 　2019.５月号



INFORMATION FROM OFFICE

吉備中央町観光協会�会員募集
～私たちの住む吉備中央町を生き生きとした魅力あるまちに～

　吉備中央町観光協会では、町内の観光資源を価値ある財産として発掘活用し、町づくりや地域経済の活性
化を目標に、皆さまにご協力をいただきながら活動を続けております。
　どうぞ、当会にご入会いただき、吉備中央町の観光振興にお力添えくださいますようお願い申し上げます。
現在会員の方は引き続き、ご入会いただきますようよろしくお願いします。
　◆観光協会の主な活動
　　地域観光資源の掘り起こし　（観光スポット、観光素材）
　　文化の育成及び保護　　　　（伝統文化の継承、振興など）
　　ふるさとの魅力、情報の発信�
　　（ホームページ、情報誌等で町の情報を発信、観光バスツアー）
　　農家民宿の推進　　　　　　（「体験」＋「宿泊」型農家民泊）
　◆年　会　費
　　個人会員　１口　1,000円　　団体会員　１口　2,000円　　法人会員　１口　10,000円
　　※会費はお手数ですが、役場各窓口（会計管理室・協働推進課・加茂川総合事務所・各支所・出張所）
　　　または、JA岡山・JAびほくの窓口で納付くださいますようお願いいたします。

お問い合わせ先・お申し込み先 　吉備中央町観光協会（協働推進課内）　☎0866－54－1301

吉備中央町国際化推進協会�会員募集
　この協会は、吉備中央町民の持つ人的、知的資源を活用しながら、吉備中央町の国際化の推進を図り、恒
常的な国際交流活動を展開することを通じて、人づくり・町づくりを推進している会です。
　●活動内容　研修会・国際理解講座等の開催
　　　　　　　町内在住外国人の方との交流会の開催
　　　　　　　中国語講座の開催
　　　　　　　使用済切手収集活動　
　　　　　　　中国淮安市淮安区友好交流事業
　●会員資格　国際交流に関心があり、当協会の目的に賛同していただける方
　●会　　費　年間　500円
　●受付開始　平成31年４月１日～
　●お申し込み先　国際化推進協会事務局（協働推進課内）、加茂川総合事務所、各支所・出張所

お問い合わせ先 　国際化推進協会事務局（協働推進課内）　☎0866－54－1301

　「お針子（はりこ）の会」の
皆さんが、北保育園へ布絵本
やエプロンシアターなど、多
数の布手芸品をプレゼント
してくださいました。
　子育てひろばへ遊びに来
た子どもたちが、ぬくもりのある手作り布絵本を見た
り触れたりして親子で楽しい時間を過ごしています。
ありがとうございました。

　備北信用金庫か
ら、町立小学校９校
の新１年生に、ノー
ト２種類と鉛筆の寄
贈がありました。有
効に活用させていた
だきます。ありがと
うございました。

「お針子（はりこ）の会」
の皆さんから布絵本をプレゼントして
いただきました！

備北信用金庫から
　寄贈がありました
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役場からのお知らせ

議　会
事務局

局　　長� 杉　原　宏　典
主　　幹� 大　森　初　恵

会　計
管理室

室　　長（会計管理者）� 石　田　卓　己
参　　事（会計班長兼物品管理班長）
� 福　田　要　子
主　　事� 小　林　直　子
主 事 補� 安　井　理　香

総
　
　
　
務
　
　
　
課

課　　長� 大　木　一　恵
課長補佐（財政班長）� 早　川　順　治
主　　幹（行政班長）� 石　伊　利　光
主　　幹� 堀　　　恵　子
主　　幹� 山　本　昌　幸
主　　査� 石　井　　　宏
主　　事� 安　延　直　樹
主　　事� 小　林　竜　市
主　　事� 吉　井　健　人
主　　事� 芦　田　　　覚
主　　事� 新　　　夏　実
主 事 補� 平　松　真由子
嘱託運手員� 新　谷　敏　幸

税
　
　
　
務
　
　
　
課

課　　長� 亀　山　勝　則
課長補佐（収税班長）� 大　月　道　広
主　　幹（課税班長）� 難　波　　　勇
主　　幹� 内　藤　　　実
主　　査� 石　井　克　延
主　　事� 長　濵　紗　希
主　　事� 秋　山　紫　織
主　　事� 小　幡　充　拓
主　　事� 猪　原　雅　代

企
　
　
　
画
　
　
　
課

課　　長（兼吉備高原都市事務所長）
� 片　岡　昭　彦
課長補佐（総合政策班長）�大　樫　隆　志
主　　幹（公聴広報班長兼情報政策班長）
� 堀　　　伸　博
主　　事� 難　波　愛　実
主　　事� 藤　森　広　崇
主　　事� 中　山　宗　也
主 事 補� 菅　野　慶　彦
主 事 補� 大　森　悠　真

協
働
推
進
課

課　　長� 河　内　啓一郎
課長補佐（地域振興班長）�根　本　喜代香
課長補佐（商工観光班長）�中　山　　　仁
主　　査� 難　波　美　紀
主　　事� 池　上　友　弥
主　　事� 孝　本　克　人
主　　事� 齊　藤　加　奈
主　　事� 岸　　　実奈美
主 事 補� 竹　中　優太郎
主 事 補� 山　川　悠　介

住
　
　
　
民
　
　
　
課

課　　長（兼大和支所長）�小　谷　条　治
主　　幹（戸籍住民班長）�難　波　陽　子
主　　幹（生活環境班長）�難　波　勝　也
主　　査� 坂　元　朋　美
主　　事� 西　山　那歌子
主　　事� 浮　森　真由美
主　　事� 宮　地　宏　人
主 事 補� 大　森　　　琢

大和
支所 主　　事（再任用）� 石　井　文　之

吉川
支所

（支所長� 歳　原　雅　則）
支所長補佐� 田　原　茂　美
主　　査� 永　安　裕　美

福
　
　
　
祉
　
　
　
課

課　　長� 奥　野　充　之
課長補佐（包括支援センター所長）
� 荒　谷　哲　也
課長補佐（介護支援班長）�岡　﨑　直　樹
主　　幹（障害福祉班長）�髙　島　雪　絵
主　　幹（社会福祉班長）�西　﨑　順　子
主　　査� 宮　井　久美子
主　　事� 三　波　由　希
主　　事� 仁　枝　愛　美
主　　事� 小　寺　涼　太
主　　事� 太　田　敦　子
主 事 補� 伊　丹　初　季
主 事 補� 萱　野　万　里
保 健 師� 小　虎　泰　之
派　　遣：�清原眞奈美・黒瀬晃子・川上初

恵・土井純子・森下幸子

吉備中央町職員配置表（平成31年４月１日現在）

町　長 山　本　雅　則 副町長 岡　田　　　清 教育長 津　島　雅　章
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保
　
　
　
健
　
　
　
課

課　　長� 石　井　瑞　枝
課長補佐（地域保健班長）�塚　田　恵　子
主　　幹（医療保険班長）�清　本　敦　史
主　　幹� 大　隅　さおり
主　　幹� 伊　達　道　子
主　　幹� 石　坂　真由美
主　　幹（岡山県派遣保健師）
� 渡　辺　総　子
主　　事� 河　内　哲　人
主 事 補� 菅　野　知　久
主 事 補� 梶　原　裕　太
保 健 師� 中　倉　　　萌
保 健 師� 福　田　しおり
保 健 師� 草　地　明日美
栄 養 士� 芦　田　陽　子

子
育
て
推
進
課

課　　長� 石　井　純　子
課長補佐（子育て推進班長）
� 古　林　直　樹
主　　幹� 石　伊　陽　子
主　　査� 犬　飼　博　昭
主 事 補� 森　川　千　春
栄 養 士� 安　延　昌　代

農
　
　
　
林
　
　
　
課

課　　長� 戸　田　真　吾
参　　事（林業振興班長）�山　口　文　亮
主　　幹（農業振興班長）�石　坂　晃　則
主　　幹� 成　本　昌　代
主　　査� 山　本　裕　紀
主　　査� 小　倉　慶　一
主　　事� 難　波　亮　太
主　　事� 髙　橋　宏　明
主 事 補� 大　木　かろん
主 事 補� 粟　井　俊　貴
主 事 補� 古　谷　泰　士

建
　
　
　
設
　
　
　
課

課　　長� 岡　本　一　志
参　　事（建設班長兼技術検査班長）
� 石　田　三　男
課長補佐（農林土木班長）�大　月　　　豊
主　　幹（用地班長）� 楢　嵜　秀　徳
主　　幹� 三　高　昌　之
主　　幹� 淺　田　康　正
主　　幹� 飯　田　星　治
主　　幹� 土　居　正　吾
主　　査� 片　山　裕　紀
主　　査� 津　島　明　範
主　　事� 山　本　裕　弘
主　　事� 浮　森　大　輔
主　　事� 東　　　和　貴
運 転 員� 新　田　　　眞

加
茂
川
総
合
事
務
所

（所長
（井原出張所長兼総合福祉センター所長））
� 岸　本　久　夫
所長補佐（農林建設班長）�宮　田　慎　治
主　　幹（総務住民福祉班長）
� 大　藪　京　子
主　　査� 平　澤　　　瞳
主　　事（再任用）� 鴨　崎　正　一

井　原
出張所 主　　事（再任用）� 大　月　好　恵

総合福祉
センター 主　　事（再任用）� 林　　　正　子

定
住
促
進
課

課　　長（兼加茂川総合事務所長）
� 岸　本　久　夫
主　　幹（定住促進班長）�戸　田　健　治
主　　事� 松　山　　　慎
主　　事� 田　淵　有　佳

水
　
　
　
道
　
　
　
課

課　　長� 髙　見　知　之
参　　事（下水道班長）� 髙　森　　　学
参　　事（上水道班長）� 富　田　初　誠
課長補佐� 能　勢　恭　行
課長補佐� 古　好　広　徳
主　　幹� 西　﨑　　　肇
主　　幹� 大　木　善　量
主　　査� 上　森　章　由
主 事 補� 豊　島　晃　紀

教
育
委
員
会
事
務
局

局　　長� 冨士本　里　美
局長補佐（教育総務班長）�山　本　敦　志
主　　幹（生涯学習班長）�片　山　和　子
主　　査� 山　本　春　美
主　　事� 植　木　宏　美
主　　事� 井　田　　　智
主　　事� 伊　達　隆　文
主　　事� 石　田　真紀子
主　　事� 藤　原　愛　美
主 事 補� 久　志　百合香
学校指導主事� 渡　邉　慎太郎
社会教育指導員� 片　山　健　司
図書館長� 芦　田　啓　次

吉備高原
都市事務所

（所　　長� 片　岡　昭　彦）
参　　事（兼吉川支所長）�歳　原　雅　則

出
　
向
（
派
　
遣
）

岡山県農業共済組合派遣（農林課付）
主　　査� 大　木　信　幸

岡山県滞納整理機構派遣（税務課付）
主　　事� 吉　本　健　人

岡山県大阪事務所派遣（定住促進課付）
主　　事� 友　野　順　平

岡山県後期高齢者医療広域連合派遣
（保健課付）主　　幹� 大　倉　弘　規

岡山県備前県民局派遣（保健課付）
保 健 師� 中　村　早　希
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役場からのお知らせ

竹　荘
調理場

主　　　任� 楢　﨑　　　晋
調　理　員� 坂　口　恵　子
調　理　員� 野　瀬　祐　子
調　理　員� 小　林　久美恵

吉　川
調理場 調　理　員� 石　井　京　子

上
竹
荘
保
育
園

園　　　長� 森　本　貴　子
主任保育士� 新　山　亜希子
保　育　士� 五　嶋　千　尋
保　育　士� 林　　　星　香
嘱託保育士� 川　上　智　子
調　理　員� 藤　澤　怜　樹

豊
野
保
育
園

園　　　長� 土　井　勝　代
主任保育士� 松　田　真　二
保　育　士� 竹　本　彼　方
保　育　士� 菅　野　由　唯
調　理　員� 甲　元　かおり

下
竹
荘
保
育
園

園　　　長（兼吉川保育園長）
� 石　田　広　子
主任保育士� 能　勢　孝　志
保　育　士� 大　島　加　奈
保　育　士� 風　早　恵美佳
保　育　士� 福　元　　　菫
調　理　員� 横　田　智　子

吉
川
保
育
園

（園　　　長� 石　田　広　子）
園 長 心 得（再任用）� 宮　井　智　子
主任保育士� 松　田　智　子
保　育　士� 山　本　照　美
保　育　士� 秋　山　優　斗
調　理　員� 森　　　五百子

大
和
保
育
園

園　　　長� 杉　山　孝　子
主任保育士� 藤　井　奈　緒
保　育　士� 長谷川　隼　人
保　育　士� 重　森　好　美
保　育　士� 元　信　香央李
保　育　士� 松　久　桃　華
嘱託保育士� 宮　井　桂　子
調　理　員� 髙　森　智　弘

吉
備
高
原
こ
ど
も
園

園　　　長� 田　原　幸　子
主任保育教諭� 難　波　朋　子
保 育 教 諭� 井　上　ひかり
保 育 教 諭� 松　浦　紀　子
保 育 教 諭� 文　谷　あゆみ
保 育 教 諭� 高　谷　有　香
保 育 教 諭� 江　草　貴　文
保 育 教 諭� 丹　原　理　沙
保 育 教 諭（再任用）� 喜　田　典　代
調　理　員� 大　森　直　美
調　理　員� 山　﨑　佳　奈

津　賀
幼稚園

園　　　長� （小学校長兼任）
主 任 教 諭� 田　中　孝　平
教　　　諭� 伊　賀　麻美子
教　　　諭� 川　上　菜　月

円　城
幼稚園

園　　　長� 綱　嶋　洋　子
教　　　諭� 石　田　珠　巳
教　　　諭� 久　文　香　奈
教　　　諭� 松　田　明日香

御　北
幼稚園

園　　　長� （小学校長兼任）
主 任 教 諭� 易　　　慎太郎
教　　　諭� 難　波　裕　子
教　　　諭� 石　井　沙　季

上竹荘
小学校 校　務　員� 森　下　多恵子

下竹荘
小学校 校　務　員� 山　下　久　子

大　和
小学校 校　務　員� 酒　井　由美子

津　賀
小学校

調　理　員� 日　名　早　苗
調　理　員� 小　倉　小百合

円　城
小学校

調　理　員� 山　本　茂　美
調　理　員� 杉　本　麻　里

御　北
小学校 調　理　員� 上　村　美津子

吉備高原
小学校 調　理　員� 大　月　教　子

加　賀
中学校 校　務　員� 難　波　勝　代

退　職　者
平成31年３月31日付
※（　　）は旧所属名

大　倉　　　通（会計管理者兼会計管理室長）� 内　藤　和　恵（吉川支所主査）
中　西　　　功（総務課長）� 北　野　咲　恵（住民課主事補）
浅　桐　　　章（企画課長兼（吉備高原都市事務所長））� 宮　井　智　子（大和保育園園長）
葛　原　克　則（住民課長兼（吉川支所長兼大和支所長））� 喜　田　典　代（御北幼稚園園長）
山　本　泰　弘（教育委員会事務局長）� 小　倉　里　美（吉川小学校校務員）
大　月　好　恵（加茂川総合事務所参事（総務住民福祉班長））
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INFORMATION FROM OFFICE

�

※
退
職
者
は
３
月
31
日
付

● 

津
賀
小
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
杉
本　
和
弘
（
吉　
永　
小
）

▽
転
入

教　
　
頭　
井
上　
　
峰
（
大　
和　
小
）

講　
　
師　
白
岩　
伸
介
（
上
竹
荘
小
）

養
護
助
教
諭　
今
村　
茉
由
（
新　
採　
用
）

非
常
勤
講
師　
佐
藤　
昌
子
（
吉
備
高
原
小
）

● 

円
城
小
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　
山
本　
弘
美
（
下
竹
荘
小
）

非
常
勤
講
師　
石
井　
啓
子
（
御　
北　
小
）

非
常
勤
講
師　
森
澤　
和
子
（
津　
賀　
小
）

▽
転
入

講　
　
師　
行
友
は
る
か
（
上
竹
荘
小
）

非
常
勤
講
師　
石
井　
淑
子
（
吉　
川　
小
）

● 

御
北
小
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　
片
岡　
為
世
（
上
竹
荘
小
）

▽
転
入

教　
　
諭　
福
嶋　
貴
菜（
新
採
用・山
田
小
）

講　
　
師　
遠
野　
直
人
（
新　
採　
用
）

非
常
勤
講
師　
石
井　
啓
子
（
円　
城　
小
）

● 

上
竹
荘
小
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　
片
山　
紀
子
（
豊　
野　
小
）

講　
　
師　
行
友
は
る
か
（
円　
城　
小
）

講　
　
師　
白
岩　
伸
介
（
津　
賀　
小
）

非
常
勤
講
師　
宮
田　
則
子
（
豊　
野　
小
）

▽
転
入

教　
　
諭　
片
岡　
為
世
（
御　
北　
小
）

教　
　
諭　
河
村　
秀
信（
新
採
用・総
社
北
小
）

非
常
勤
講
師　
藤
本　
章
子
（
吉　
川　
小
）

非
常
勤
講
師　
赤
木　
泰
子
（
吉
備
高
原
小
）

● 
豊
野
小
学
校

▼
転
出

主
幹
教
諭　
谷
口　
哲
之
（
日
生
西
小
）

教　
　
諭　
米
山　
知
子
（
大　
和　
小
）

講　
　
師　
大
脇　
真
人
（
吉
備
高
原
小
）

非
常
勤
講
師　
中
山　
法
子
（
大　
和　
小
）

▽
転
入

主
幹
教
諭　
片
山　
紀
子
（
上
竹
荘
小
）

教　
　
諭　
武
鎗　
嘉
雄（
新
採
用・葦
高
小
）

養
護
教
諭　
小
野
絵
里
奈
（
新　
採　
用
）

講　
　
師　
宮
田　
則
子
（
上
竹
荘
小
）

非
常
勤
講
師　
岡
崎
多
香
子
（
大　
和　
小
）

● 

下
竹
荘
小
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
三
宅　
政
道
（
牛
窓
北
小
）

教　
　
諭　
河
田
か
お
り
（
吉
備
高
原
小
）

養
護
教
諭　
三
宅　
志
保
（
上　
成　
小
）

非
常
勤
講
師　
堀　
　
圭
子
（
吉　
川　
小
）

▽
転
入

教　
　
頭　
長
﨑　
英
治
（
玉
野
市
教
育
委
員
会
）

教　
　
諭　
山
本　
弘
美
（
円　
城　
小
）

養
護
教
諭　
大
江　
　
緑
（
新
採
用・赤
坂
中
）

非
常
勤
講
師　
堀　
　
道
夫
（
吉　
川　
小
）

● 

吉
川
小
学
校

▼
転
出

非
常
勤
講
師　
石
井　
淑
子
（
円　
城　
小
）

▽
転
入

教　
　
頭　
森
山　
育
治
（
吉
備
高
原
小
）

教　
　
諭　
佐
藤　
祐
子
（
帯　
江　
小
）

非
常
勤
講
師　
堀　
　
圭
子
（
下
竹
荘
小
）

● 

大
和
小
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　
井
上　
　
峰
（
津　
賀　
小
）

養
護
教
諭　
杉
浦　
　
郁
（
美　
川　
小
）

非
常
勤
講
師　
岡
崎
多
香
子
（
豊　
野　
小
）

▽
転
入

校　
　
長　
藤
原　
陽
子
（
常　
盤　
小
）

教　
　
諭　
米
山　
知
子
（
豊　
野　
小
）

養
護
教
諭　
迫
原　
　
彩
（
矢　
神　
小
）

講　
　
師　
井
田　
美
奈
（
新　
採　
用
）

非
常
勤
講
師　
中
山　
法
子
（
豊　
野　
小
）

● 
吉
備
高
原
小
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
森
山　
育
治
（
吉　
川　
小
）

講　
　
師　
原
田　
　
祐
（
今　
城　
小
）

▽
転
入

教　
　
頭　
草
野　
　
健
（
佐　
伯　
小
）

指
導
教
諭　
河
田
か
お
り
（
下
竹
荘
小
）

教　
　
諭　
杉
原　
　
祥
（
新　
採　
用
）

講　
　
師　
大
脇　
真
人
（
豊　
野　
小
）

● 

加
賀
中
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
武
田　
浩
充
（
有　
漢　
中
）

教　
　
諭　
田
上　
美
緒
（
和　
気　
中
）

教　
　
諭　
菅
野　
孝
江
（
総
社
東
中
）

講　
　
師　
中
谷　
将
真
（
中　
央　
中
）

講　
　
師　
茅
野　
雄
紀
（
里　
小　
中
）

▽
転
入

教　
　
頭　
大
山　
　
都
（
高　
陽　
中
）

教　
　
諭　
藤
木　
寛
子
（
岡
大
附
属
中
）

教　
　
諭　
小
野　
聡
子
（
日
生
中・新
採
用
）

講　
　
師　
森
田
陽
奈
実
（
新　
採　
用
）

講　
　
師　
弓
削　
智
浩
（
新　
採　
用
）

● 

退　
職　
者

津
賀
小
学
校　
　
教　
諭　
小
原　
正
和

　
　
　
　
　
養
護
助
教
諭　
山
本
実
紀
子

御
北
小
学
校　
　
教　
諭　
森　
真
由
美

　
　
　
　
　
非
常
勤
講
師　
沼
本　
聖
子

豊
野
小
学
校　
養
護
教
諭　
坂
田
久
美
子

吉
川
小
学
校　
　
教　
頭　
堀　
　
道
夫

　
　
　
　
　
　
　
教　
諭　
藤
本　
章
子

大
和
小
学
校　
　
校　
長　
立
川　
一
女

吉
備
高
原
小
学
校

　
　
　
　
　
　
指
導
教
諭　
佐
藤　
昌
子

　
　
　
　
　
　
　
教　
諭　
赤
木　
泰
子

加
賀
中
学
校　
　
講　
師　
中
村　
僚
太

人  
事  

異  

動

学
校
教
職
員

 
平
成
31
年
４
月
１
日
付

15 2019.５月号　広報 



ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
小
学
生

　「
三�

光
」

�

人　
一
歩
ず
つ
あ
ゆ
ん
で
こ
れ
た
六
年
間�

難
波　
幸
那

�

地　
四
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
道
歩
み
出
す�

難
波　
彩
夏

�

天　
未
来
へ
の
道
を
自
分
で
切
り
開
く�

永
安　
華
名

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
中
学
生

　「
三�

光
」

�

人　
わ
が
道
を
真
っ
す
ぐ
進
め
ゆ
が
ま
ず
に�

藤
田
愛
花
葉

�

地　
道
し
る
べ
残
し
て
く
れ
た
卒
業
生�

天
艸　
ゆ
り

�

天　
努
力
す
れ
ば
花
咲
く
道
が
ま
っ
て
い
る�

木
山　
奈
巳

一
般
の
部

　「
佳�

吟
」

�

　
　
近
隣
の
絆
う
れ
し
い
散
歩
道�

中
川　
貞
子

�

　
　
朝
風
へ
鼓
動
き
こ
え
る
初
出
勤�

清
本
え
つ
子

�

　
　
定
年
の
な
い
農
の
道
ひ
た
は
し
り�

松
田
恵
美
子

�

　
　
田
舎
道
肌
で
感
じ
る
季
節
感�

沼
本　
典
子

�

　
　
趣
味
の
道
金
よ
り
友
に
恵
ま
れ
て�

難
波　
哲
史

　「
三�

光
」

�

人　
農
一
途
君
に
寄
り
添
い
生
き
る
道�

楢
嵜　
照
子

�

地　
迷
い
道
引
き
返
さ
せ
た
親
の
愛�

片
山　
淑
子

�

天　
茨
道
抜
け
て
絆
が
深
く
な
る�

藤
澤　
照
代

敗
戦
の
苦
節
苦
汁
を
語
り
し
友
も
今
は
総
べ
て
が
老
境
に
あ
り�

土
居　
照
代

一
雨
ご
と
根
草
の
み
ど
り
に
気
も
そ
ぞ
ろ
ひ
と
鍬
ひ
と
鍬
土
掘
り
返
す�

中
山　
文
恵

術
も
な
く
認
知
の
す
す
む
姉
の
こ
と
亡
き
父
母
に
ど
う
伝
え
よ
う�

小
神　
桂
子

霜
枯
れ
の
野
に
も
芽
ぶ
き
の
春
が
来
た
ほ
ら
こ
こ
蕗
の
た
う
が
の
ぞ
く
よ�

難
波　
良
子

猪
の
柵
を
め
ぐ
ら
す
峡
の
田
も
春
耕
始
ま
る
春
の
陽
気
に�

国
只
由
紀
子

玄
関
に
そ
っ
と
置
か
れ
た
蕗
の
と
う
小
さ
な
春
を
天
ぷ
ら
に
す
る�

河
内　
晶
子

昼
の
間
は
一
人
の
私
と
カ
ラ
ス
の
み
仲
良
く
し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
や
る�

山
本　
豊
子

＊５月の課題は「風」、６月の課題は「働く」です。
　投句の方法…はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊ 町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　 毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）

放
送
川
柳
　
平
成
31
年
３
月
秀
句　
題
「
道
」�

（
津
賀
公
民
館
）

今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等

５月７日㈫ 津　賀 ひざ・腰・肩�痛み改善教室 午前10時～　参加費200円　　シューズ・飲み物

５月８日㈬ 下竹荘 幸せづくり運動教室 午後７時～８時30分　　シューズ・飲み物

５月25日㈯ 津　賀 津賀地区運動会 午後１時～　津賀小学校運動場（雨天順延）

５月25日㈯ 御　北 御北地区民運動会 午後１時～　御北小学校運動場（雨天順延）

５月25日㈯ 大　和 大和大運動会 午前８時30分～　大和小学校運動場

５月26日㈰ 豊　野 豊野地区体育祭 午後１時～　豊野小学校運動場

５月26日㈰ 下竹荘 下竹地区体育祭 午後１時30分～　下竹荘小学校運動場

５月29日㈬ 豊　野 肩痛予防改善ストレッチ！ 午前10時～11時30分　　水分補給の飲み物

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

公民館コーナー
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最
近
、
母
に
つ
い
強
く
あ
た
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

そ
れ
は
、母
が
悪
い
わ
け
で
も
な
く
た
だ
単
に
私
が
イ
ラ
イ
ラ
し

て
い
る
だ
け
で
す
。い
つ
も
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
場
所
が
見
つ
か
ら

ず
つ
い
母
に
あ
た
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
母
は
私
が
家
に
帰
る
と
、

　
「
学
校
ど
う
だ
っ
た
ん
？
」

　
「
体
育
祭
う
ま
く
い
き
そ
う
な
ん
？
」

な
ど
と
毎
日
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
す
。私
の
気
分
が
良
い
時
は
楽

し
く
話
が
で
き
る
の
で
す
が
、嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
日
は
無
視
し

て
し
ま
っ
た
り
、強
く
あ
た
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
母
は
私

の
機
嫌
が
ど
れ
だ
け
悪
く
て
も
毎
日
声
を
掛
け
て
く
れ
て
ど
ん

な
話
も
聞
い
て
く
れ
ま
す
。い
つ
も
学
校
で
誰
に
も
相
談
で
き
な

い
悩
み
な
ど
を
す
べ
て
聞
い
て
く
れ
る
の
は
母
で
す
。

　
夏
休
み
、ほ
ぼ
毎
日
一
日
部
活
が
あ
り
ま
し
た
。
母
は
毎
日
弁

当
を
作
っ
て
く
れ
た
し
部
活
が
終
わ
っ
て
家
に
帰
っ
て
部
活
の

話
な
ど
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。ツ
ラ
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
部

活
を
引
退
ま
で
続
け
ら
れ
た
の
は
、母
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
吹
奏
楽
の
地
区
大
会
当
日
の
朝
、
母
は
私
に

　
「
見
に
い
け
れ
ん
け
ど
全
部
出
し
切
っ
と
い
で
、
お
母
さ
ん
の

パ
ワ
ー
あ
げ
る
け
ん
。｣

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。何
か
行
事
が
あ
る
と
き
母
は
い
つ
も
私

の
手
を
握
っ
て
パ
ワ
ー
を
く
れ
ま
す
。
い
つ
も
ど
お
り
の
こ
と

だ
っ
た
の
に
そ
の
日
は
な
ぜ
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
私
の

背
中
は
強
く
お
さ
れ
ま
し
た
。母
は
毎
年
仕
事
の
都
合
で
地
区
大

会
を
見
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。今
年
は
最
後
の
地

区
大
会
に
な
る
の
で
見
に
来
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
見
に
来
ら
れ

な
い
と
聞
い
て
と
て
も
残
念
で
し
た
。
だ
け
れ
ど
母
に

　
「
ど
う
だ
っ
た
？
」

と
聞
か
れ
た
と
き
い
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　
地
区
大
会
の
結
果
は
銀
賞
で
し
た
。悔
し
か
っ
た
け
ど
今
の
自

分
の
力
を
全
て
出
し
切
れ
た
の
は
確
か
で
し
た
。
で
も
、母
へ
笑

顔
で
良
い
報
告
が
で
き
な
い
の
は
、金
賞
を
と
れ
な
か
っ
た
こ
と

よ
り
も
悔
し
か
っ
た
で
す
。そ
の
日
の
部
活
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

終
わ
り
、母
が
待
つ
車
へ
行
く
途
中
だ
ん
だ
ん
涙
が
出
て
き
ま
し

た
。
泣
き
な
が
ら
母
に
ハ
グ
を
し
た
と
き
、

　
「
な
ん
で
泣
い
と
る
ん
？
頑
張
っ
た
頑
張
っ
た
。」

と
言
わ
れ
て
私
は
、

　
「
見
て
な
い
ん
や
ろ
」

と
、悔
し
さ
と
一
緒
に
つ
い
キ
ツ
く
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
母

が
少
し
目
を
う
る
う
る
し
な
が
ら

　
「
見
と
っ
た
よ
。」

と
、
言
っ
て
く
れ
た
そ
の
瞬
間
、
も
っ
と
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
「
出
番
に
ギ
リ
ギ
リ
で
間
に
合
っ
た
ん
よ
。」

と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
た
母
を
見
る
と
自
然
に
笑
顔
に
な
れ
ま

し
た
。良
い
報
告
は
で
き
な
か
っ
た
の
に
母
の
笑
顔
が
見
ら
れ
て

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
悔
し
さ
で
涙
を
流
せ
る
ほ
ど
私
が
部
活
に
本
気
で
打
ち
込
め

た
の
は
毎
日
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た
母
の
お
か
げ
で
す
。私
が

部
活
を
辞
め
た
い
と
言
っ
た
時
は
、

　
「
嫌
な
こ
と
乗
り
越
え
た
ら
い
い
こ
と
あ
る
よ
。」

と
言
っ
て
部
活
を
続
け
よ
う
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
言

葉
の
お
か
げ
で
ど
ん
な
に
嫌
な
こ
と
も
す
べ
て
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
言
わ
れ
た
時
は
腹
が
立
つ
け
ど
、今
ま
で
母
が
私
に
言
っ
て
く

れ
た
こ
と
、
し
て
く
れ
た
こ
と
は
全
部
正
し
い
こ
と
ば
か
り
で
、

す
べ
て
私
の
た
め
だ
っ
た
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
よ
く
母
に

　
「
う
ち
の
何
を
知
っ
と
ん
？
」

　
「
何
も
知
ら
ん
く
せ
に
言
わ
ん
で
。」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。で
も
母
は
私
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

ま
す
。
私
の
良
い
所
も
悪
い
所
も
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
い
ま
す
。
な

の
に
私
は
母
へ
簡
単
に
、「
死
ね
」「
う
ざ
い
」
な
ど
と
言
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
言
葉
が
母
を
ど
れ
だ
け
傷
つ
け

て
い
る
の
か
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
ん
な
こ
と

ば
か
り
言
う
私
を
母
は
い
つ
も

　
「
嫌
な
こ
と
か
ら
逃
げ
た
ら
負
け
よ
。」

と
言
っ
て
叱
り
ま
す
。私
は
い
つ
も
嫌
な
こ
と
か
ら
逃
げ
よ
う
と

し
ま
す
。だ
か
ら
嫌
な
こ
と
か
ら
絶
対
逃
げ
な
い
母
を
と
て
も
尊

敬
し
て
い
ま
す
。母
は
私
に
と
っ
て
強
く
て
た
く
ま
し
い
存
在
で

す
。
将
来
は
母
の
よ
う
な
強
い
母
に
な
り
た
い
で
す
。

　
母
は
私
達
家
族
と
い
る
時
も
仕
事
の
時
も
弱
音
を
吐
き
ま
せ

ん
。家
で
は
母
の
仕
事
が
多
い
の
で
も
っ
と
落
ち
つ
く
環
境
に
し

て
あ
げ
る
た
め
に
、洗
濯
を
し
た
り
掃
除
を
し
た
り
ご
飯
を
作
っ

た
り
し
た
い
で
す
。

　
母
も
私
も
年
を
と
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。母
の
方
が
先
に
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
す
。そ
ん
な
時
は
母
が
し
て
く
れ
た
よ
う
に

手
を
握
り
私
の
パ
ワ
ー
を
母
に
あ
げ
ま
す
。二
十
歳
に
な
っ
て
も

三
十
歳
に
な
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
私
に
は
母
の
力
が
必
要
で
す
。絶

対
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。う
る
さ
い
母
は

嫌
い
だ
け
ど
ど
ん
な
母
も
大
好
き
で
す
。こ

れ
か
ら
高
校
へ
行
き
、大
学
へ
行
き
、た
く

さ
ん
迷
惑
か
け
る
と
思
う
け
ど
こ
ん
な
私

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岡
山
県  「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
30
年
度
）
今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、

�

山
畑　
瑠
海
さ
ん
の
「
母
へ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「母へ」
平成30年度加賀中学校卒業

山畑　瑠海さん
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出会いの

扉

　第１回 森の宝石 ブッポウソウ
日時　５月11日㈯　13：30～15：00
場所　加茂川庁舎２階　会議室（かもがわ図書館）
講師　三枝誠行 先生（NPO法人 マザーリーフ）
　町の人気マスコットキャラクターへそっぴーのモデ
ル、ブッポウソウ。５月になると飛来し、巣づくり、子
育てをします。吉備中央町は、日本の中での一大繁殖地
で、各地に巣箱が設置されるなど保護活動が盛んに行わ
れていますね。
　子ども向けのやさしいお話です。
　大人の方もどうぞご参加ください。

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社
絵　
　
　
本

えらいこっちゃのいちねんせい
おしいれじいさん
じいじのさくら山

ゆーちみえこ／アリス館
尾崎玄一郎／福音館書店
松成真理子／白泉社

せかいいちまじめなレストラン
うたう！ももたろう
いただきますレストラン

たしろちさと／ほるぷ出版
スギヤマカナヨ／赤ちゃんとママ社
ひだのかな代／みらいパブリッシング

児　
童　
書

海賊世界へタイムワープ
だれの手がた・足がた？
お出かけは〈13日の金曜日〉

細雪純／朝日新聞出版
有沢重雄／偕成社
赤川次郎／汐文社

コロコロ迷路　Kids工作BOOK
天才ひっかけクイズ
ほねほねザウルス20�
いどめ！さいごのほねほね七ふしぎ

野出正和／いかだ社
東大ひっかけブラザーズ／ポプラ社
ぐるーぷ・アンモナイツ／岩崎書店

一
般
実
用
書

キャッシュレス覇権戦争
子育てが終わらない�
「30歳成人」時代の家族論

黒部源流山小屋暮らし

岩田昭男／NHK出版

小島貴子・斎藤環／青土社

やまとけいこ／山と渓谷社

歌う尼さんのほっこり法話

国民とともに歩まれた平成の30年

世界を変えた本

やなせなな／国書刊行会

宮内庁侍従職／毎日新聞社

マイケル・コリンズ／エクスナレッジ
一
般
読
み
物

続�横道世之介
麦本三歩の好きなもの
みかんとひよどり

吉田修一／中央公論新社
住野よる／幻冬舎
近藤史恵／講談社

つくもがみ笑います
新章�神様のカルテ
住友を破壊した男�伊庭貞剛伝

畠中恵／KADOKAWA
夏川草介／小学館
江上剛／PHP研究所

５月の休館日 かもがわ図書館 ☎ 0867－34－1115
  0867－34－1124
ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866－54－1331
  0866－54－1311

 1〜６日 13日
19日 20日
27日

登録すると…
・ インターネット検索の画面から、い

つでも本の予約ができる
・ 予約本が貸出できる状態になったら

メールが届く

登録方法

□ カウンターで登録する（職員が登録）
□  インターネットで、ホームページから

登録する
　 （自分でパソコンやスマホから登録）

図
書館だより 2019 年５月号

メールアドレスを 
登録しませんか？
〜 連絡方法として 〜
　予約本が貸し出しできる状態になった時に、連絡方法と
して電話番号やメールアドレスを登録していただいてい
ますが、電話番号登録の方の中には「登録したけれど、外
に出ることが多くてなかなか電話に出られない」「仕事中
は携帯電話には出にくい」という声もあります。
　日中お電話を受け取ることが難しい方は、メールアドレ
スの登録を、ぜひご検討ください。

図書館お泊まり会
日時　５月18日㈯　18：00～19：00
場所　かもがわ図書館
　「ぬいぐるみお泊り会」を、今年は５月に開催
します！おはなしを聞いた後、なかよしのぬい
ぐるみを図書館にお泊りさせてあげよう。
　ぬいぐるみたちは、どんな夜を過ごすのかな？
　想像することを楽しむイベントです。

新着図書
案内

５
月
は

図
書
館
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
も
う
！

図書館カードを
お持ちの方も、
これから作る方も

参加費
無　料

体験ブッククラブ
　鳥・昆虫ランドへようこそ

ぬいぐるみ
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　町内の起伏に満ちた地形は、サイクリングコースとして挑戦心を魅かれるも
のと言われています。また、雨天のため中止となりましたが、５年前に「ぐるっ
と�ツール・ド・吉備中央」として計画されたサイクリングイベントを今一度開
催してほしいとの声もあります。このことから、サイクリングイベントを通じて、
自然、農産物、地元の人との交流により、健康づくりと吉備中央町の“よさ”
を感じてもらい、吉備中央町の「ファンづくり」を目指して開催を計画しました。��
　今年10月に吉備中央町は合併15周年を迎えるため、これを記念して実施し、吉備中央町の新たな観光資
源としてサイクリングの魅力を発信していこうと考えています。�
　これから開催に向けて、多くの皆さまのご協力をいただきながら進めていきたいと考えています。どうか
よろしくお願いいたします。

９月に町内一周サイクリングイベントを開催します

町営塾kii＋（キイト）卒塾式
地域おこし協力隊便り Vol.

49

お問い合わせ 　㈱kibily　☎：080－2907－7347　Mail：kibily@kibitabi.jp

　町営塾kii+では、３月21日に卒塾式を実施いたしました！
　今年度の卒塾生は36名。kii+第３期生となる卒塾生たちは中学１年生から見てきた初めての生徒たちです。
　そんな彼らは全員が志望する高校に合格し、晴れて加賀中学校を卒業しました。長かった受験勉強も乗り
越え、次のステージに向け新たな道を進んで行く卒塾生たちへのエールとkii+の３年間の歴史を思い返しな
がら、卒塾式を開催いたしました。
　卒塾式の会場となったのは、いつもkii+の会場として使わせていただいている下竹荘公民館で、２階では、
農家民宿みっちゃんさんの美味しい手料理を食べたり、スタッフや後輩たちに向けたメッセージを書いても
らったりしました。そして公民館１階のホールで行ったのは、卒塾生お待ちかねのお楽しみゲーム！この１
年間、受験に向けていろんな苦しさや喜びを共にしてきた仲間たちと、協力して正解を目指すクイズゲーム
をみんなで楽しみました！
　そして、式の最後には、スタッフからのメッセージタイムを行い、一人ひとりの卒塾生の顔を思い浮かべ
ながら、メッセージを伝えて式を終了しました。
　わたしたちkii+スタッフ全員が、いろいろな場面で生徒に伝えているのは、「自分の心に素直になって、自
分が進みたいと思う道を突き進んで行ってほしい」ということ。そのために、自分が取った選択に自信を持っ
てほしいということ。自分が一番わくわくすることはなんだろう？自分が一番心の底から楽しいと思うもの
はなんだろう？と自分に問いかけて、少しでも自分がわくわくする人生を描きながら今後の人生を切り拓い
ていってほしいと願っています。
　今年度で町営塾kii+は、４年
目に突入し、今年度も今まで同
様に生徒たち一人ひとりの声に
向き合いながら、通ってもらっ
ている生徒全員に「kii+に通っ
て、本当によかった」と胸を張っ
てもらえるような塾を目指して
いきます！

卒業おめでとう！！
夢に向かって
羽ばたいてくだい！！
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Info
rmation

　
運
転
免
許
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生

じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
住
所
地
を
管
轄

す
る
公
安
委
員
会
に
届
け
出
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

引
っ
越
し
の
多
い
時
期
を
迎
え
ま
す

が
、
運
転
免
許
証
の
記
載
事
項
変
更
手
続

を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
．
受
付
場
所
及
び
受
付
時
間

○
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
日
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

○
県
内
の
全
て
の
警
察
署

　
（
矢
掛
幹
部
派
出
所
を
含
む
）

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
５
時

※�

祝
日
・
休
日
、
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を

除
く
。

２
．
必
要
な
も
の

○
運
転
免
許
証

○ 

変
更
内
容
が
確
認
で
き
る
も
の
（
コ

ピ
ー
不
可
）

・
本
籍
、
氏
名
の
変
更

　

�

本
籍
記
載
の
住
民
票
（
個
人
番
号
が
省

略
さ
れ
た
も
の
）

※�

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
住
民
票
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
。

・
住
所
の
み
の
変
更

　
�

住
民
票
、
本
人
宛
の
郵
便
物
、
健
康
保

険
証
等
新
し
い
住
所
が
確
認
で
き
る
物

い
ず
れ
か
一
つ
（「
通
知
カ
ー
ド
」
は
不

可
）

※�

確
認
物
は
手
続
き
終
了
後
に
お
返
し
し

ま
す
。

３
．
そ
の
他

　
都
道
府
県
に
よ
っ
て
取
り
扱
い
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

他
の
都
道
府
県
へ
転
出
さ
れ
る
場
合

は
、
転
出
先
の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

 

☎
０
８
６

−

２
３
４

−

０
１
１
０

中
国
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
釣
り
竿
で
の
感
電
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
〜

　
よ
い
気
候
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
魚
釣
り

に
出
か
け
る
機
会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
釣
り
竿
が
電
線
に
触
れ
る
と
、
電

気
を
通
し
感
電
を
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。

　
特
に
、カ
ー
ボ
ン
製
の
釣
り
竿
で
は
、電

線
に
近
づ
け
た
だ
け
で
感
電
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
魚
釣
り
は
電
線
の
な
い
所
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
国
電
力
㈱

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
２
０

−

４
１
３

−

８
２
６

平
成
31
年
度
天
神
山
文
化 

 

プ
ラ
ザ
土
曜
劇
場
に
つ
い
て

　
岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
で
は
、
平

成
31
年
度
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
土
曜
劇
場

を
開
催
し
ま
す
。

　
土
曜
劇
場
は
、
公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ

た
団
体
に
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
の
ホ
ー
ル

を
無
償
で
提
供
す
る
も
の
で
す
。
56
年
の

歴
史
が
あ
り
、
長
ら
く
そ
の
場
を
演
劇
活

動
の
支
援
の
場
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
は
ダ
ン
ス
や
音
楽
な
ど
に
も
門
戸
を
開

い
て
い
ま
す
。

　
実
験
的
で
新
し
い
表
現
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
団
体
の
熱
演
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
31
年
度
は
、
次
の
７
団
体
が
上
演

し
ま
す
。

◇
５
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰

　
「
岡
山
商
科
大
学
演
劇
部
」

◇
６
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
、
８
日
㈯
、

　
９
日
㈰

　

�「
岡
山
県
高
等
学
校
演
劇
協
議
会
岡
山

地
区
」

◇
７
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰

　
「
劇
的
集
団�

転
機
与
砲
」

◇
10
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰

　
「crossover�space

」

◇
11
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰

　

�「Loop

⑩
×
イ
ト
ケ
ン
ピ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

◇
１
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰

　
「
劇
団La�Sortie

×
岡
山
大
学
演
劇
部
」

◇
３
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰

　
「
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
」

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ

 

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

５
０
０
５

運
転
免
許
証
の
記
載
事
項

変
更
手
続

町以外からの

お知らせ
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INFORMATION

シ
ニ
ア
の
た
め
の
就
業
相
談

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
定
年
退
職
や
子
ど
も
の
結
婚
や
就
職
な

ど
を
き
っ
か
け
に
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を

ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
よ
う
か
と
考
え
て

お
ら
れ
る
シ
ニ
ア
の
方
も
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
11
月
に
、
県
な
ど
で
構
成
す
る
岡

山
県
生
涯
現
役
促
進
協
議
会
で
は
働
く
意

欲
の
あ
る
55
歳
以
上
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
に
、
県
庁
内
に
専
用
の
相
談
窓
口

「
お
か
や
ま
シ
ニ
ア
就
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
開
設
以
来
、
窓
口
を
利
用
さ
れ
る
シ
ニ

ア
の
方
は
徐
々
に
増
え
て
き
て
お
り
、「
最

初
は
少
し
迷
っ
た
け
れ
ど
相
談
し
て
よ

か
っ
た
。」、「
相
談
す
る
こ
と
で
自
分
が
ど

の
よ
う
な
仕
事
に
向
い
て
い
る
か
が
わ

か
っ
た
。」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
相
談
窓
口
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の

勤
務
経
験
も
あ
る
専
門
の
相
談
員
が
、
シ

ニ
ア
の
皆
さ
ん
の
就
業
に
関
す
る
疑
問
や

相
談
に
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

　
相
談
に
係
る
費
用
は
無
料
で
す
。「
こ
の

歳
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
か
な
？
」
と
不
安

に
思
わ
れ
る
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
ど
う

ぞ
、
お
気
軽
に
相
談
窓
口
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
年
齢
者
専
用
の
就
業
相
談
窓
口

　
「
お
か
や
ま
シ
ニ
ア
就
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」

 

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
２
７
０

職
場
で
の
労
働
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
相
談
や

あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す

　
岡
山
県
労
働
委
員
会
で
は
、
県
内
の
事

業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者
と
使
用
者
と
の

間
に
生
じ
た
労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
（
紛
争
）
に
つ
い
て
、
専
門
家
が

公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
紛
争
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
労
働
者
と
使
用
者
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
は
、
当
事
者
同
士
で
自
主
的
に
解

決
す
る
の
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で
す

が
、
労
働
者
が
使
用
者
か
ら
、
突
然
、
解

雇
を
通
告
さ
れ
た
り
、
賃
下
げ
、
配
置
転

換
な
ど
を
受
け
、
労
働
者
と
使
用
者
が
対

立
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
な
ど
、
自
主
的

な
解
決
が
困
難
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
事
務
局
に
ご
相

談
い
た
だ
け
れ
ば
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、

公
益
委
員
、
労
働
者
委
員
、
使
用
者
委
員

が
、
３
人
１
組
で
あ
っ
せ
ん
に
応
じ
て
い

ま
す
。
費
用
は
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
労
働
問
題
全
般
の
相
談
も
随
時

お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
電
話
ま
た

は
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局　

 

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
５
６
３

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
と
は
じ
め
る

「
カ
モ
メ
流
ス
ト
レ
ッ
チ

道
場
」参
加
者
募
集
中

　
「
岡
山
連
携
中
枢
都
市
圏
」
事
業
の
取
り

組
み
で
、
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
選
手
と
一

緒
に
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
運

動
教
室
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
な
り

ま
す
。

【
実
施
日
】

　
６
月
２
日
㈰　
午
前
10
時
〜
正
午

【
会　
　
場
】

　
瀬
戸
町
総
合
運
動
公
園

　

�

体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
（
岡
山
市
東
区

瀬
戸
町
）

【
定　
　
員
】
60
名
（
抽
選
）

【
対　
　
象
】
町
内
（
市
内
）
在
住
の
方�

※�

岡
山
連
携
中
枢
都
市
圏
を
構
成
す
る
吉

備
中
央
町
を
含
む
8
市
5
町
の
在
住
の

方
が
対
象
で
す
。

【
申
込
方
法
】

　
参
加
希
望
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
を
記
載
し
、
は
が

き
・
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（sportsyuchi@
city.okayam

a.
lg.jp

）
で
、
岡
山
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
５
月
17
日
㈮

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 

☎
０
８
６

−

８
０
３

−

１
６
１
６

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６

−

８
０
３

−

１
７
６
８

初
夏
の
延
養
亭
特
別
公
開

　

か
つ
て
藩
主
が
後
楽
園
を
訪
れ
た
際
、

居
間
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
「
延
養
亭
」。

室
内
か
ら
東
を
眺
め
る
と
、
手
前
か
ら
曲

水
・
芝
生
・
沢
の
池
・
唯
心
山
、
そ
し
て

借
景
と
な
る
操
山
に
至
る
奥
行
き
の
あ
る

“
園
内
随
一
”
の
特
別
な
場
所
で
す
。
普
段

は
非
公
開
の
室
内
と
、
龍
の
天
井
画
で
知

ら
れ
る
茶
室
を
ガ
イ
ド
の
解
説
で
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

殿
様
だ
け
の
特
別
な
場
所
に
座
る
と
、

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

よ
う
な
気
分
を
味
わ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
時
季
の
絶
景
を
、ぜ

ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

※�

見
学
希
望
日
の
１
ヵ
月
前
か
ら
前
日
ま

で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
（
空
き
が
あ

る
場
合
の
み
当
日
受
け
付
け
有
り
）。

◇
開
催
期
間

　
５
月
20
日
㈪
〜
26
日
㈰

◇
見
学
時
間

　
午
前
10
時
頃
〜
午
後
３
時
頃

　
（
１
日
６
回
程
度
、
各
回
約
20
分
）

◇
場　
　
所　
岡
山
後
楽
園
内　
延
養
亭

◇
参
加
料　
２
０
０
円

◇
入
園
料

　
大
人
４
０
０
円
、
65
歳
以
上
１
４
０
円

　
高
校
生
以
下
は
入
園
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
後
楽
園
事
務
所

 

☎
０
８
６

−

２
７
２

−

１
１
４
８
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Happy

お兄ちゃんたちに負けない
くらい元気いっぱいに育っ
てね。

● 平成30年５月16日生まれ 新に
っ
た田  

綾り
ょ
う
ま真 

ち
ゃ
ん
（
豊
野
）

我が家の末っ子（今のところw）亮伍くん
お姉ちゃん２人とお兄ちゃん２人いつま
でもきょうだい５人で仲良くね！

● 平成30年５月14日生まれ 藤ふ
じ
も
り森  

亮り
ょ
う
ご伍 

ち
ゃ
ん
（
竹
荘
）

みなさんからお便り・
イラスト・写真を
お待ちしています。

みんなの
ページ

おめでとう
満１歳

我が家に産まれてきてくれてあり
がとう♡自分の感性を大切にし
て、小波らしい人生を歩んでね！

● 平成30年５月３日生まれ 横よ
こ
た田  

小こ
な
み波 

ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

Frou Frou kids（フルフルキッズ）
　Frou�Frou�kids（フルフルキッズ）は、町内の子どもたちで2018
年４月に結成したダンスチームです！
　現在は、小学校１年生から中学生までの男女20名で、楽しくかっこ
よく踊ることを目標に頑張っています。ダンスの基礎はもちろん、町
内外のイベント出演にも力を入れています。
　憧れや目標ができ、学校も年齢も異なるメンバーで活動することが
できます。また、責任感や達成感、自己肯定感を育んでいます。
　※無料体験レッスンができます。
　ぜひお気軽に見学、体験にお越しください。

活動日時 　毎週水曜日　18：00～19：00
場　　所 　津賀小学校体育館
お問い合わせ先 　 Frou  F rou  k ids 

☎090－9060－7162（藤原）

町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づくりに取り組んで
いる団体・グループを紹介します。
掲載を希望される場合は、企画課　公聴広報班にご応募ください。

みんなが
主役

～エール～

Birthday!
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いわくら公園
　標高394.2メートルに位置するいわくら
公園には、岡山県の中心を表現したモニュメ
ントを設置しています。円形の上に花崗岩
やステンレス球を配置したデザインとなっ
ています。誰もが気軽に利用できる、自然
レクリエーションの森として親しまれているほか、５月上旬には毎年「岩倉山
ウォーキング」を開催しています。〈場所：吉備中央町上田西地内〉

輝かしい誉れ 〜栄光をたたえます〜

輝かしい誉れ 〜栄光をたたえます〜

　決勝戦では、力のある東岡山工業高校との試合でしたが、自分たちなら勝てるという強い気持ちで臨み、チー
ム力で勝つことができました。不安や緊張はありますが、全国の舞台では先輩たちと悔いの残らない試合をし、
優勝を目指して頑張ります。

　週に４～５回練習をし、本番ではミスもありましたが落ち着いて楽しく演技ができました。来年も全国大会
を目指し技の難易度を上げて、表彰台に上がれるよう日々練習し、努力を重ねたいと思います。

菅野  壮風さんの Comment

田村  龍友さんの Comment

出かけてみません
か？季節の色を感じに

岡山県立新見高校２年　男子ソフトボール部　二塁手

  菅野　壮風 さん（上竹）

加賀中学校３年　バトンチーム真岡山吉備高原教室所属

  田村　龍友 さん（田土）

◇ 平成30年度岡山県高等学校秋季ソフトボール選手権大会
兼第37回全国高等学校ソフトボール選抜大会県予選会

　（平成30年10月27〜28日　環太平洋大学男子ソフトボールグラウンド）

 優　勝
◇ 第37回全国高等学校男子ソフトボール選抜大会
　（平成31年３月17〜20日　東京都あきる野市） 
 ベスト16

◇第44回全日本バトントワーリング選手権中国支部大会
　（平成31年１月12〜13日　広島県総合体育館）

 優　勝
◇第44回全日本バトントワーリング選手権大会
 スリーバトン男子 JrU17の部　第４位
　（平成31年３月22〜24日　丸善インテックアリーナ大阪）

公園内に咲く
藤の花の様子
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
町
内
の
桜
で
す
。
今
年
は
開
花
時

の
気
温
が
低
く
、
桜
が
咲
く
の
を
待

ち
遠
し
く
感
じ
ま
し
た
。
車
で
加
茂

市
場
を
走
っ
て
い
る
と
満
開
の
桜
の

木
を
見
つ
け
、
思
わ
ず
撮
影
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
町
内
の
四
季
折
々
の

風
景
を
立
ち
止
ま
っ
て
感
じ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
編
集
後
記
】

▼
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
3

年
間
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
広
報

業
務
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
36

回
広
報
紙
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
取
材
先
で
、
多
く
の
方
と
お
会
い

し
、お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

そ
れ
は「
私
の
財
産
」で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
得
た
財
産
を
大
切

に
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
改
め
て

皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

田
淵

▼
こ
の
度
、
広
報
担
当
に
な
り
ま
し

た
難
波
と
申
し
ま
す
。
２
年
間
告
知

放
送
の
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

「
変
わ
ら
ぬ
日
常
」を
テ
ー
マ
に
放
送

し
て
き
ま
し
た
。
日
々
お
聞
き
い
た

だ
き
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
「
思
い

出
の
１
ペ
ー
ジ
」を
テ
ー
マ
に
、色
々

な
所
に
赴
き
、
た
く
さ
ん
の
方
と
お

会
い
し
て
吉
備
中
央
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

難
波

EVENT INFORMATION
イベント情報

第15回 岩倉山ウォーキング
日　　時 　2019年５月５日㈰　雨天決行
　　　　　受付：午前10時　　開会：午前10時30分
集合場所 　円城基幹集落センター（吉備中央町円城732－３）
コ ー ス 　３km　自然や歴史に気軽にふれあえる、お気軽ルンルンコース
　　　　　５km　岡山県の中心�いわくら公園まで巡る、真ん中を満喫できるコース
主　　催 　円城ふるさと村・吉備中央町観光協会
参 加 費 　大人800円、小学生以下500円（昼食あり）
お申込み 　道の駅かもがわ円城　　☎0867－34－1717
　　　　　吉備中央町観光協会　　☎0866－54－1301
　　　　　※当日参加可能（若干名）
お問い合わせ先 　吉備中央町観光協会（協働推進課内）　☎0866－54－1301

「アウトドアBBQパーティー in 新見」
～カップリングパーティー～

　アウトドアの開放的な空間で、バーベキューを楽しみながら素敵な出会いをさがしてみませんか。初め
ての方でも、専門のスタッフがフォローしますので、安心してご参加ください。
日　　時 　2019年６月23日㈰　11：00～16：00
場　　所 　別所アウトドアスポーツセンター（新見市菅生7189）
参加条件 　25歳～45歳くらいまでの独身の男女
　　　　　※男女とも居住地域制限はありません
募集定員 　男女各20名　※応募者多数の場合は抽選となります
参 加 費 　男性3,000円　　女性2,000円
締 切 日 　６月９日㈰
そ の 他 　女性のみ無料送迎あり
　《主催》　吉備中央町結婚推進協議会・高梁市まちづくり結婚推進連絡会・新見市結婚推進協議会
　　　　　（吉備中央町結婚推進協議会事務局　定住促進課　☎0867－34－1116）
お申し込み・お問い合わせ先
　「アウトドア　BBQパーティー」事務局　　〒710-0001　岡山県倉敷市三田76－1
　有限会社チアーズ　　☎086－484－0020（10時～18時　土日祝OK）
　　　　　　　　　　　HP　http://cheer-s.com/190623

広報 　2019.５月号



たくさんの思い出を胸に、 
 学び舎を旅立つ

TOPIC�1

　３月２日から22日にかけて、町内の小学校、中学校、高等学校で卒業式が行われ、小学校６年生92名と加賀中学
校３年生81名、吉備高原学園高等学校３年生101名の計274名が、期待と希望を胸に新たな一歩を踏み出しました。

　吉備高原学園高等学校では、諸藤校長先生が卒業生101名に卒業証書を渡し
ながら、一人ひとり握手を交わし祝福の言葉を贈られました。そして、在校生
代表として山崎陽生さんが「学園高校の伝統を引き継ぎ、次の代へ繋いでいき
たいです」と送辞を述べ、卒業生代表の吉野そよかさんが「学園を離れること
は不安でいっぱいですが、学んだことを糧に新たな道を歩んでいきたいです」
と答辞を述べました。
　退場では、涙を拭いながら会場を後にする卒業生の多くの姿がありました。

　加賀中学校では、卒業生81名に卒業証書が授与され、在校生を代表して
山口瑚白さんが「新しい加賀中学校の伝統を生み出していきたいと思いま
す。仲間との数えきれない思い出を胸に頑張ってください」と送辞を述べ
ました。その後、卒業生代表の桑村太陽さんが「まだまだ新しい加賀中学
校を皆さんの力で、より良い学校にしていってください。壁にぶつかって
も可能性を捨てず乗り越えて頑張ります」と答辞を述べました。
　最後に、別れの歌と校歌を卒業生と在校生で合唱。退場では、立派に
育った卒業生の姿に温かい拍手が送られていました。

　津賀小学校では、卒業生13名に卒業証書が授与された後、卒業証書を手にした卒業生が自分の夢や目標につい
て発表を行いました。
　そして、中山校長が「夢を見つけ、やりたいことがどのようにしたら出来るのかを考え、新しい道を切り開い
てください」とはなむけの言葉を贈りました。
　卒業生と在校生のお別れの言葉では、在校生が卒業生一人ひとりに対し、学校行事の思い出や感謝の気持ちを
伝え、全員で校歌や卒業の歌を合唱。たくさんの思い出の詰まった母校に別れを告げました。

PHOTO
TOPICS
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22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町

こどもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野1-2　　☎�0866-54-1314　 �0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　E-mail�kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

栄養委員の活動を紹介します

　道の駅かもがわ円城、道の駅かよう、キョーエイ加茂川店と協働して、
町民の野菜摂取の拡大のためのイベントを開催しました。１日あたりの
野菜摂取目標量の350gを知ってもらえるよう、実際の野菜を計量しても
らったり、野菜70g（５皿で350g）を使った料理、旬の野菜を使った料
理などを紹介しました。来場者からは「意外と350gの野菜は食べてなかっ
た」「鍋にしていっぱい食べるわ」などの声があり、野菜摂取について考
えるきっかけになったようでした。
　私たち栄養委員は、これからも皆さんの健康づくりのために野菜の普
及活動をはじめ、減塩活動など地域に根ざした活動をしていきたいと思
います。

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　11,338人（－41） 男　5,463人（－13）
女　5,875人（－28） 世　帯　5,339戸（－9）

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

※平成31年４月１日現在　（　）は前月との増減

　８月23、24日の２日間、円城
安心ネットの骨密度測定検査の
お手伝いを円城のかもがわ総合
福祉センターで行いました。
　２日間で、50歳以上の方を対

象に63名が検査を受けられました。検査を受けた方は「思ったより骨密度が低い。カルシウムを
取らないといけないなぁ」など感想がありました。
　女性は、特に年齢とともに骨密度は減っていくため、自分の骨密度を知ってもらう良い機会に
なりました。骨量アップする秘訣は「①カルシウムを含む牛乳・小魚をしっかり食べる②ビタミ
ンＤの多い緑黄色野菜を食べる③適度な運動で骨を強くする④日光浴を行う」です。皆さまも骨
粗鬆症予防に心掛けてみてはいかがでしょうか。

愛育委員会活動報告

栄養委員は、健康づくり活動を推進している地域のボランティア組織です。
�地　　区：８支部　　 �会 員 数：53名
�活動内容：�親子食育教室、保育園幼稚園こども園食育活動、赤ちゃん登校日、食育推

進活動（減塩、野菜摂取等）、地区サロン、男性料理教室、公民館老人大学、
広報活動、文化祭、イベント等（乳幼児期から高齢期まで幅広くかかわっ
ています。）

香典返し（金一封）　 大樫　満志（溝　部）、霍沢　哲夫（円　城）、山本　隆司（吉　川）、 
永瀨　和好（吉　川）、土居　　環（総社市）

この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。

ご寄附に感謝します��育英資金（敬称略）

円城支部

みんなですすめる野菜５皿の健康づくり                 
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